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月田秀子の昨日、今日、明白・・・

ポルトガルギターの飯泉昌宏氏と共に、 4月68の深夜、定刻より 1

時間ほど遅れて、スイスチューリッヒ経由でリスボン空港に到着。空港

は、やけに人で、こeった返している。それから1時間近く待っただろうか、

コンベアーがグィ ーンと動き出し、預けた荷物が次から次へと勢いよく

飛び出しては、コンベア の上に並び始めた。

我が荷物見つけ出したり それL、けと ひっぱりだして胸を張り

L、ざ、目指すは ファドの街

オレンジの街のあかりに染まりつつ ファドとワインは セッ卜に

してあり

|ポルトガルの4月・リスボン滞在記 |

<クルベ・ド・ファドClubedo Fadoにて>
久しぶりのリスボンの春。紫、青、黄、白、赤、色とりどりの花カ咲

き乱れ、市電も道も公園も海岸も、町中が観光客であふれかえってい

る。

復活祭(ポルトガル語でpascoa)の最中だったのだ。十字架に架け

られて処刑された3日後に、キリストは更生った。その復活祭が、今年は

何と、お釈迦様の誕生日と同じ !4月8日(日)だった。何せ、宿はア

ルファマの大聖堂の向かいにある、そこからアルファマ、サンジョルジ

ュ城へ向かう観光ルートにあるのだ。そして、 9時近く陽の落ちる頃に

なると、宿の斜め向かいにあるフアドレストラン 「クルベ ・ド・ファドj

へ向かう客が、宿の下の狭い通りをカメラを片手に、通ってゆく。あま

りもの騒々しさに3階の部屋の窓から数えてみると、何と50名を越す

団体客が群れをなして、その底に吸い込まれてゆく。ファドも立派な観

光資源なのだ。

私たちのように、飲むだけでや客単価の低い客は、 11時過ぎ、観光客

が舌と胃と耳と(心も?)を満足させて帰った後にしか入れてもらえな

L、。やっと入れて、 2回ほど聴いたところで、客がひとり減り二人減り、

私たちだけになったので与退散しようとしたら、「ヒデコのためにjと若手

のファディス夕、シーラ ・ダイ ーレが三曲歌ってくれたこともあった。

アルファマを俳個して宿に帰るには、必ずその庖の前を通らなければ

ならなL、。ある夜、かつてアマリア ・ロドリゲスのパックを務めていた

フォンテス ・ロシャが、パーカウンターの隅にちょこんと腰掛け、相変

わらす之介とり{まつねんと煙草をふかしている姿が見えたので、あいさつ

に行くと、庖のマネージャーが耳元でいわく、「もう中には客が2人いる

だけだからね」と 「帰れjと言わんばかりの口調だ。

フォンテス ロシャは、息子に家も財産も取られて、残されたのはポ

ルトガルギターだけ、居場所もなく、毎晩、その庖に来ているとのこと

だった。でも、淡々と演奏している姿からは、惨めさも哀しさも微塵も

うかがえなL、。だって、彼がポルトガルギターを爪弾く時、音の精たち

が彼の周りを飛ひ困っているのだから。

ポルトガルギターを茶目っ気たっぷりに弾きまわす時の彼の顔は、い

たずら小僧のようだ。80歳を越えた人の指とは曹、えないほどきれれな指
をしている。

<カーザ・メシコ CasaMexicoにて>
今回も、何度かファドの庖で歌う機会があったが、圧巻は、「メキシ

カンレストランで、日本人がポルトガルのファドを歌うJという突拍子
もない企てだった。インターネットラジオ rRadioFADO de PortugaU 
で一日中ファドを流しているフェルナンド ・ジル氏の仕かけたものだっ

た。彼は、一日に20曲以上私のファドをかけてくれていたことがある。

庖内は、若いカップルで一杯だったが、ご当地ソング「リスボンのにお

l、Cheiraa LisboaJを歌ったときは、 rCheirabem ! J rCheira a Lis-

boa ! Jの合いの手が60人は超えているだろう客の日から突いて出てき

て大合唱になったのには驚いた。。 ポルトガルギターは修理中だったの

で、飯泉氏がギターでT半奏してくれた。久しぶりに「暗L、はしけJを日
本語で歌った。コリアンダーの香に満ちたサルサソースやアボガドソー

スは、揚げタコスによく合ったし、テキーラ、マルガリータが程よく体

中を経巡り、底のオーナー氏のご自慢の赤ワインの大盤振る舞いで、翌

日は二日酔い気味だった。

<ジュゼッペ・ ヴェルディ、JiuseppeDi Verdeにて>
20年前、「ピアノ ・パールPianoBarJという往年の歌手シモーヌ・
オリヴェイラ司会のテレビ番組に出演した時、出会ったポルトガルギタ

ーのジョゼ ・プラカーナに再会した。今は亡き、カルロス ・ゼロと初め

て会ったのも、その番組で、だった。彼はアソーレス諸島のサン・ミゲル

に住んでいて、時々、 リスボンにポルトガルギターを弾きにやってくる

らしL、。ステージの合間に彼は、 20年前と同じようにポルトガルギター
を抱え私たちのテーブルに来るなり、 「この歌だったね。あの時君が歌っ

たのはjと言って、「思い出のモーラ リーアJを弾きだした。あの頃と違
うのは、私のキーが低くなったのと、彼の顔の半分を覆っていた真っ黒

いひげが、真っ白になっていること。傍らで、 25年来の私の親友、そし
てプラカーナの大ファンのフェルナンダが目をつぶりうっとりした表情

で隠さ入っている。私の芦にも力が入ってゆく。「ある、モーラリーア、

大好きなファド歌いが私のすぐそばを通り遜ぎていった。風のように。

でも今でも、とぎれることなく私はその愛とともにある。j

アマリア ・ロ ドリゲスが活躍する以前から、ファド界に君臨していた

ファド一筋に生きてきた

月田秀子の集大成とも言える貴重な映像の数々・.. 
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アルフレッド・マルセネイロの孫、ヴィトール ・ドゥアルテ氏も、来て

いて、祖父のことを書いた本をフ。レゼン卜してくれた。15年ほど前だろ

うか、リスボン郊外の海辺の街カシュカイシュから車で15分ほど入っ

た原っぱに突然、「アマリアjという赤いネオンを掲げたファドの家があ

り、ひとり訪ねていって、 歌ったことがある。彼とは、その時出会って

L唱 。あの頃の知性と自信にあふれた圧倒的な存在感が感じられなp。

こちらの人は老け込むのが早L、。だからか、それともお世辞か、ポルト

ガルの友達は皆、開口一番に、 「ヒデコは、変わらないね。」と言う。

隣のテーブルは、 「エル・ファド EL FADOJ (英語で言うとTHE
FADO ?)という「エル ・タンゴJを想起させ、なんとなく格好ptザ
イトルの本を最近スペインで出版した連中だった。彼らは、フランス語

とスペイン語、ポルトガル語のメ ッセージとサイン入りの本を、 この日

本のファディスタにプレゼン卜してくれた。

ひょっとしたらスペインでファドは小さなブームを起こしているのか

もしれなL、。一昔前のスペイン人はこういって肩をすくめたものだけ

ど 。「ポルトガル人、いやだね、暗くて。彼らは地面しか見てない

よ。」

<アルファマのフアドレストラン“Tavernadel Rei"にて>
いや復活祭で、どこのお庖も超満員で入れなL、。一軒だけガラガラだ

ったので、「ダメモ卜で」と飯泉氏と飛ひ五んだのが、「タベルナ ・デ

ル ・レイj。食事は済ませてあったので、飲み物だけを注文した。ポル

卜i酉だったか、マデイラ酒だったか忘れた。私が歌ったことで、オーナ
ーのマリア ・ジョジョが、 ごちそう してくれることになった。

隣の初老の夫婦のスペイン語が聞こえてくる。が、かなりpt、感じで

ノッテイル。歌の合間に、彼の仲間たちのコーラスが入る。それもポル

トガル語で。パスク地方のビルパオから来たという。ジャズもタンゴも

ファドも大好きだとL可。そして、それらには庶民の心を歌うという共

通点があるとL可 。意気投合して、結果、彼らのリクエストに応えて

「コインブラjを歌うことになる。

客はバスク人で占められている。でも、のめりこみ方が半端じゃなPo

本当に心からファドが好きな人たちばかりだった。そうなると歌い手も

と、んど、んヴォルテージを上げてゆく。よどんでいない、というか馴れ合

っていないとでも言うか、ポルトガル人の客とは、一味違った「サウダ

ーデ」が漂L、始めた。

アンゴラ出身のアナ ・マリアが壁にもたれるように目をつむり歌う

「失った心jを聴いて、涙があふれた。彼女の黒い肌、婦のない、丸裸

の自分に真撃に向き合うようなたたずまいに、今の自分が重なった。lヲキ
くしてしまった私の心よ、また見つけ出すことができるのだろうかり11

の底に沈んでいるのか、海で溺れているのか?帰ることなく往ったまま、

消え去ることができたらー i 失くしてしまった私の心よ、今でも私は

探しつづけているー 」

<5月、東京 「マヌエル」にて>
4月からポルトガルギターでファドライブのユニットに加わってくれた

飯泉氏に向かって私は、しみじみと言った。

「あれから、一ヶ月しか経っていないんだよね。J4月の最初のライブ
は、はるか昔のことのような気がした。「そうだよな一。j飯泉さんも大

きく領いた。

4月6日から私は10日間、飯泉氏はさらに10日間、計20日間を、リ

スボンで過ごした。タンゴギター修行のためにアルゼンチンで3ヶ月ほ

ど過ごしたことはあるという飯泉氏ではあるが、ポルトガルギターのレ

ッスンに加えて、ギターのレッスン、初めて聴く本場のファドの歌、ギ

ター、ポルトガルギター。流れ込んで、くるポルトガル語の洪水。ぎゅう

ぎゅう詰のファドの居酒屋。一寸塩辛いポルトガル料理。甘すぎるデザ

ート。慣れない坂道だらけの道、暗い路地裏、庖で突然弾かされたポル

トガルギター、そしてギター。「マサJ、彼の名前は飯泉昌宏だが、ポル
トガルでは、かなり言いにくいので、そう呼んでもらうことにした。(こ

れは全く私の勝手な思い付きだ。ごめんね、飯泉さん)ポルトガル語で

massaはパス夕、 maφはりんごを意味する。
「飯泉さん、本当に、お疲オ端でした リ

こんなにもファ ドを好きになってくれるギタ リストに出会えたことは、

私にとって何よりもの喜びだ。ポルトガルで生まれたファドを、 この東

洋の地で演奏し、歌いつづけてゆくには、これからもたくさんの障壁を

越えてゆかなければならないだろう。でも、これからは、ひとりではな

い。飯泉さんの音楽性、感性と結びついた知恵をお借りしながら、一曲

ずつ私達のファド、を作ってゆとう。そして、聴いてくださる一人でも多

くの方に、「生きていてよかったjと思っていただけるようなファドを歌

ってたいと心から願っている。

<ファ ドに魅せられた青年 iTakuJのこと>
彼の名前は「高柳卓也J。ファ ドに魅せられ延べ2年近くをリスボン
で過ごしているとL可 。彼の歌うファドは、現地仕込みだけあって、フ

ァドの匂いがする。そして何よりも、 「アルマ(魂)Jがある!
ノtイロアルトからモーラ リーア、アルファマまで、毎晩のように歌い

歩いているらしい。今回彼と一緒に行ったお庖には、必ず、 fTakuJと
言って挨拶をしにくる彼の仲間がいた。いつか、彼が日本ヘ帰ってきた

ら、一度、彼のファドを聴いてほしい。そんな機会を作りたいと思って

いる。今のところ、 12月8B (土)東京 -青山の「草月ホール」でのコ

ンサートにお呼びできたらと思っている。お楽しみに。

#JβTCj非JβlうβtCj;jfJtCjうβtCj;jfJ tCj草J刀tCj普JβtCj詳Jβpu=J万戸うβtCj='jfJtCj #.jfJl主JβtCj='j万戸 j万戸#JβtCj#jfJ tCj 
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撮影手記
手崎信吾触像作家・相生座主宰)

[11月1日記]自宅にて
前半45分、後編45分のドラ7を撮影する。チャンスは大阪、東京、鹿児
島、名古屋と4回ある。それに先駆けた月田さ人名でのリハーサル3日間、静
岡県の島田てのリハーサルとステージに参加するととで心構えだけはできた。

[11月3日記]大阪「中之島公会堂J
制名を越える客席。やはり広い。カメラを置く位置を、客席から見て右側
の舞台袖に決めた。出演者と同じステージ上でいつも斜め後から、月固さん
を見つめることになる。観客の視点にこの位置はなL、。観客のためのスピーカ
ーより後ろになるので、私の聴L、てL、る音も、観客地帯L、てL、る音ではない。

伴奏は、ポルトガルギターのカルロスさん、ギターの蓮見さん。二人はイス
に座って動かない。月固さんは、自由に動く。照明は舞台全体のバランスを
考えて設計されている。私がコントロールできるのは、画面の広さ(フレーム)

だけ。それだけで舞台上て起こったことを、撮影を通して再構築できなければ
ならない。

ファドカ注まれる瞬間を撮影したい。
前半は月田さんを、後半はカルロスさんを見つめた。このカメラ位置で怯蓮
見さんは背中だけ。
撮影した映像を見て、舞台照明の影響が強すぎると思った。肌の色が青色
になるのは、嫌だった。一局の中で撮影意図とは関係なく肌の色がオレンジ色
になったり青色になったりするのは嫌だった。色をはずして明暗だけ 慎白)
の映像にしてみた。この方が月固さんの感情に近いと思った。明暗の度合い

が、白から黒までの灰色。吹像になる。カラーがゆえの美しい場面は棄ててか
まわない。一曲の初めから終わりまでカ」つのシーン。それをカットなしで撮

影する。

[11月4日記]東京 「ヤクルトホルj
撮影方針がはっきりしたので、より集中できる。カラーで線影するが、色lま
気にしなL、。

カメラの位置を観客から見て左側の舞台袖にする。前半蓮見さん、後半月
固さんを中心に撮影する。

蓬見さんの月白さんの歌声を聴きながら伴奏へ感情を込めていく姿、曲と
曲の聞に見せる表情カ躍力。

少し落ち着いて、月田さんの動きを追えるようになった。
アンコール幽 「竹田の子守唄jの蓮見さんの伴奏姿とても良い。

[11月7日]鹿児島 「みなみホルJ
ステージ上のテーブルに置かれわ赤P/{ラー輸がとても美しt、。美しL、赤。
右側の舞台袖にカメラを置く。前後半とも月固さん中心。
ファドを初めてきくだろう観客に、ていねいにフ7ドについて、これから歌

う曲について説明する月四さん。じーっと月田さんを見つめて待つカルロスさ
ん。月田さ人の話カヰ売く。待ちきれない様子のカルロスさん。そのカルロスさ
人必気迫が伝わってくる。

初めて、見えない観客の存在、月田さんの歌声に応える観客の息づかいが
感じられた。三人の距離カち丘づいた気がした。インストウルメンタル 「コイン
フeラのパラードjでカルロスさん均気迫にこたえる蓮見さんの背中。
丹田さAs)歌声と動きに、私も敏感に大胆に反応で、きるようになってきた。

アンコール曲 「竹田の子守り歌Jの終わった後、月間さんが舞台上から観
客に挨拶している時に、もうー曲やるんだ、 とすて。に舞台の後に立ってl、るカ
ルロスさんカ敬子きだ。

[11月9日]名古屋「愛知芸術劇場小ホール」
舞台袖から出て、会場の2階の音響、照明スタッフのための狭い通路にカメ
ラを置く。上から撮影しているとL、う感じが出ないようにポジションと高さを
工夫した。初めて観客席側から、観客と同じ音を聞きながら、通路がせまく
身体の動きは窮屈だが、自分の心ヵt感じるままにのひめびと損影することがで
きた。
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ファドがこんなにも変幻自在で、、かつ根底的なところで決

して何ものにも崩せぬ頑固さを持つ音楽だという ことを、

2006年の秋、 2週間ほどのコンサートツアーで、初めて知っ

た。

ポルトガjレギターのカルロス ・ゴンサルヴェスとのセ ッシ

ョンは3度目だったが、今回はギターのレロ・ノゲイラの代

わりに、蓮見昭夫がギターを弾いてくれた。カルロスが彼の

リズム感を買った結果だ。

しかし、カルロスの身体の中から湧き出てくる本場のファ

ドの「ノリ」は、私たち3人の聞を疾風の如く吹きすぎ、音

符もリズムも全てをなぎ倒された私に残されたのは、ただ、

ファドへのひたむきな愛、過ぎた日々へのいとおしさ、悔恨、

もう会えない人たちの無念の思い、聴き入ってくれている人

たちへの感謝の思いだけだった。それにすがるように、 歌っ

た。時々カルロスのポルトガルギターがそんな私を励ますよ

うに聴こえてきた。走り始めたら、つまずいてころびながら

も、ひたすらゴールまで走りつづけるしかない。

そしてゴール、名古屋公演が終わり、私は、ビデオを撮影

してくれた手崎氏にこう言ったらしい。「今回の公演はもう二

度と振り返りたくない、全てを葬り去りたpJと。公演の1
ヶ月ほど前だっただろ うか、氏の妻君(彼女は私が芝居をし

ていたころの後輩だった)から、今回の公演のビデオを撮ら

せてもらえないだろうか、交通費もなにもいらないから、追

いかけさせて欲しいとの嬉しい電話をもらった。そんな彼に

対して、なんという暴言をはいたのだろう!私自身は覚えて

いないのだが・…・.0 (当時の心身面での混乱状態から想像つか

なくもないのだが)

やり きれない想いと闘いつつ、編集し終えたビデオを、 「や

っとつながりました リ といって、 2月のマヌエルの最終ステ

ージに携え駆けつけてくれた手崎氏の熱い想いに、その時の

私はまだ気がついていなかった。

その夜、私は恐る恐るビデオの再生スイッチを押した。「月

田秀子 命を賭けて ファドを歌うj静かに映し出されたタ

イトルのあとに 「どんな声で」が始まった。哀しみをたたえ

ながら必死に歌っているのは、確かに私自身だ。モノクロの

画面一杯に映し出された私の横顔に、私は吸いつけられてし

まった。

こんな表情で歌っている自分自身をはじめてみた。たしか

にそこに映し出されているのは私自身。まぎれもなく私が、

歌い、笑い、苦悩していた。

それは、まさしく、私の人生の宝物のように思えた。いま

まで月田のコンサート活動を企画してくれた人たちに観ても

らおうと思った。

DVD制作の手崎氏に了解を得て、近しい人たちに観ても
らった。すぐに感想が返ってきた。
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くド、キユメンタリーDVDの感想>

其の壱 (K氏) : i先日、手崎さんより昨年のツアーの様
子を収めましたDVD-Rをごていねいにお送りいただきまし

た。仕上げなければならない原稿がありましたため、まずは

ちょっと飛ばし見を・・・、と思ったのですが、最初からとても

表情をとらえた映像で、思わず、あの時の感動が建り、一気に

全部、見てしまいました。1台のカメラだけによるシンプルな

作りが逆にいい雰囲気をかもしており、とても引き込まれる

映像で、あのリハーサルの時のこと、またおうかがいした名

古屋でのことなど、いろいろと思い出してしまいました。改

めてまた、じっくり拝見するつもりです。でも、酒でも飲み

ながら見たら涙が出てしまうかも… (苦笑)oJ

其の弐 (T女史) : iもしも、地震や嵐や火事があって、
非難しなきゃならないとき、何よりもこのDVDだけは持ち
出すのよ。J

其の参 (I女史) : iこれは、絶対、ファンの人に観ても
らうべき。そのための協力は惜しまないから。」

其の四 (T氏) : i会報1月号でギタリストの発掘を知っ
て肩の荷がおりたような気がしていたところで、以前から欲

しいと思っていた映像を、しかも貴重なドキュメントの形で

のDVDを観させていただきました。
色彩の使用を極力抑えた陰影の美学が、月田秀子のファド

の世界をさらに深いものにしています。J

Q嬢からのメール: iD V D観たよ、早速。すごいね!あ
りゃラブレターならぬラブDVDだ。びっくりした。実がぎ
っしりつまっている。

ライブがモノクロなのも、すごく効いてる。これを観ると

改めて月田秀子の意気込みと、カルロスのすごさと、蓮見さ

んの奮闘を感じる。

特に「風の翼jのリハーサル風景でね、少しずつカルロス

のリードでだんだん翼になってpく過程に感動しました。生

ものっていうか生きものっていうか、そういう風に生まれ変

わっていくさまがよくわかったよ。

ああやって少しずつ積み上げられていったんだろうなあと、

ライブだけではわからない姿をちゃんと伝えられているのは

貴重で、した。

カルロスの力は絶大だ。月田秀子の歌が遣うもの。でも決

して自己陶酔にさせてない。完全に船頭さんだね。月田秀子

の声も体んなかにうなりがあって、それが広がっていくよう

な感じ。蓮見さんにも貴重な経験だったでしょう。ほんとに

リズムの取り方はフォークと箸なみに違うもんね。

あのコンサートをやったからこそ、ポルトガルギターで、 っ

ていう思いがさらに月田秀子のなかで強くなって、その思い

が今年になって通じたんじゃないかな。

以上あっという聞に観させていただきました !ありがと

う。」

くひとりでも多くの人たちに・・・>

早速、手崎氏に会い、私自身の感想、と、 これらの人たちの

感想を伝えて、今回ビデオを撮影した際にかかった旅費だけ

でも受け取って欲しいと手崎氏に申し入れたところ、目から

鱗ー・のこの一言!

「月田さん、もしそんなお金があるのだったら、それでもっ

てひとりでも多くの人たちに観てもらうことを考えてくださ

い。それが、僕のただ一つのお願いです。」

月田にとってだけではなく、 ファンの皆様にとっても、月

田秀子の集大成として、永久保存盤のひとつに、 是が非でも

お加え下さいますよう。

月田秀子
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.カウド ヴェルテごカ、らのお知らせ

「カウド ヴ‘ェルデがファド通信にファドの歌詞の訳を載せるようになってから、今年で十年になります。

楽しくさせて頂いておりましたが、最近、メンバーの中に体調不良の人が出ましたので、しばらくお休みさせて頂きます。長い間

ご愛読頂きまして異に有難うございま した。J
.ポルトガルアートセンターからのお知らせ

ポルトガルを愛し、日本の友を愛してやまないクリスティーナ・コメス女史が、かなり大掛かりな「ポルトガルフェア2007Jを開催さ

れます。どうか、皆様お誘い合わせの上、ご来場くださいますようお願いいたします。詳細は、パンフレッ卜をご参照くださし、。

開催場所:代官山ヒルサイドテラス アネックスA棟
開催日:2007年6月11日 (月)~20 日 (水) 10:00~19:00 (最終日:15 : 00) 

<月田秀子のスケジ‘ュール>

5月 7日(月) 東京・渋奇「マヌエルJ *要予約 予約・間合せ:tel / 03-5738-0125 

開場 :18 : 00 ライブ:20 : 30一 (約1時間) 料金 :6，000円(ディナーライブチャージ込み)

予約・問合せ:tel / 03-5276-2432 8日(火) 東京・四谷「マヌエルj 会要予約 ー

9日(水) iNOITE DE SAUDADE Vol.43J 

開場 :18 : 00 ①20 : 30 ②21 : 30 ③22 : 30 ライブチャージ:2，500円 (入れ替えなし)

1 9日(土) 栃木・足利「なんぷう南国食堂j 予約・問合せ:tel / 0284-44-4377 

①開場:17 : 00 開演 :18 : 00 料金:3，150円 (食事ドリンク付)

②開場:20 : 00 開演 :21 : 00 *入れ替え制

2 6日(土) 神奈川・大船「パラッツォヴィオラj 予約・問合せ:tel / 046-744-4005 

ディナー :18: 00 -19 : 00 ショ ータイム :19: 10-料金:8，000円 (ディナー フリードリンク)

6月 4日(月) 東京・渋奇 「マヌエルj 会要予約 予約・問合せ:tel / 03-5738-0125 

開場 :18 : 00 ライブ:20 : 30ー (約1時間) 料金:6，000円(ディナーライブチャージ込み)

5日(火) 東京・四釜 「マヌエルJ *要予約
6日(水) iNOITE DE SAUDADE Vol.44J 予約・問合せ:tel / 03-5276-2432 

開場:18 : 00 ①20 : 30 ②21・30 ③22・30 ライブチャージ・ 2，500円(入れ替えなし)

1 2日(火) 大阪・南方「三裕の館J*要予約 予約・ 問合せ:tel / 06-6304-1745 

ステージ:①20: 00 ②21・00 料金 :5，000円 (ワイン ・オー ドブル付)

1 3日(水) 神戸・三宮 「あしけ)J *要予約 予約・ 間合せ:tel / 078-241-1898 

開場:18 : 00 開演:19 : 00 料金・ 5，000円 (料理ドリンク付)

1 4日(木) 山口・下松「茎のうつわJ 予約・問合せ:tel / 0833-46-2237 

開場 :18 : 30 開演 :19 : 00 会費 :3，500円 (1ドリンク付)

1 5日(金) 愛媛・松山 IMOONOROW(瓦ーング口ウ)J 予約・問合せ:tel / 089-941-8188 

開場 :18 : 30 開演 :19 : 00 チケット・ 5，500円 (1ドリンク付)

1 6日(土) 広島「カフェ・テアトル・アビエルト」 予約 ・問合せ:0828-73-6068 

開場:18 : 00 開演 :19 : 00 前売3，500円 当日4，000円 (1ドリンク付)

1 7日(日) 大阪・大正「アゼリアホールj“きまぐれライブVo1.10"予約 ・間合長 :tel / 06-6552・9713

開場:13 : 00 開演:14 : 00 チケ ット:5，000円 (飲食付)全席指定

7月 3日(火)) 東京・四谷 「マヌ工jレj 会要予約
4日(水))iNOITE DE SAUDADE Vol.45J 予約・問合せ:tel / 03-5276-2432 

9日(月) 東京 ・渋谷「マヌエルJ *要予約 予約・問合せ:tel / 03-5738-0125 

8月 6日(月) 東京・渋奇 「マヌエルJ *要予約 予約 ・問合せ:tel / 03-5738-0125 

7日(火)1 東京・四奇 「マヌエルJ *要予約
8日(水)1 iNOITE DE SAUDADE Vol.46J 予約・問合せ:tel / 03-5276-2432 

9月 3日(月) 東京・渋奇 [マヌエルJ *要予約 予約・閉会せ:tel /03-5738-0125 

4日(火)1東京・四奇「マヌエルJ *要予約
5日(水))iNOITE DE SAUDADE Vol.47 J 
2 2日(土)~ 2 4日 (月・祝)宮城・松島 「円通院・観月の宴」

予約・問合せ:tel / 03-5276-2432 

予約・間合せ :tel / 022・353-2626

詳細未定3 0日(日) 山梨・甲府

<編集後記>
体調が思わしくなく、パソコンを聞ける気力さえもない日が続い

た。負けん気と意地で突っ走っていた私の人生では考えられないこと

だった。会報の原稿を書かなければと、気ばかりが焦る。それが又よ

くないらしL、。またもや、弱気の月田の醜態さらすような会報でごめ

んなさL、。これが精一杯の月田です。ご感想、や投稿お待ちしています。

我が友の病にあればわれもまた半分萎えて また日が昇る

(丹田)

月田秀子ファド倶楽部ホームページ
http://www.fado.jp/ 
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